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2背景
①愛媛県はかんきつ類の一大生産地[１]

→高品質のみかん生産のため摘果をおこなう
→廃棄される摘果みかん

②色素増感型太陽電池
→色素を活用した新しいタイプの太陽電池
→紫キャベツなどの色素から発電可[２]

4実験

図１ 主産県のかんきつ産出額の推移

[億円]

図２ 色素増感太陽電池 模式図[３]

3仮説
・摘果みかんから抽出した色素
でも色素増感型太陽電池を作
ることができる

電池の制作①

正極
１導電ガラスにTiO2

     ペーストを塗る
２焼成し、抽出色素
   溶液に浸す。

みかんの色素抽出

１みかん果皮を細かく刻み、軽く
すり潰す

２エタノールを加え、一定温度を
保ち抽出（２～５時間程度）
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1目的
・廃棄される摘果みかんの有効
   利用

5 今後の課題
・発電量の測定
・他の植物由来電池との発電量の比較
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